




４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

今年度の計画は，
８割程実施できた。
保護者は概ね良好
な評価だった。

中期的目標達成のための取組の具体化
と実確実な実施の促し。保護者には，目
標の説明を行い学校全体で充実した取り
組みができるよう進めたい。

・学部運営計画の作成とその推進計画
（学部評価の計画作成と推進）

平 成 26 年 度 指 宿 養 護 学 校 学 校 運 営 年 間 計 画

平成26年度の具体的目標 評価基準 担当
年 間 進 行 計 画

評定の結果 次年度への課題

○学校運営の推進

・学校運営計画の作成とその推進計画
（学校評価の計画作成と推進）

進捗状況
確認、評
価、修正

修正案学
部共通理
解

学部運営
実践強化
月間

進捗状況
確認、評
価、修正

進行計画 １

次年度計
画作成

評価実施（7，11月）
集約と改善（8，3
月）

学部主事
･副主事

学部運営
計画の周
知

学部運営
実践強化
月間

評価（職員
保護者）

評価実施（7，11月）
集約と改善（8，3
月）

教頭･教
務
企画委員

学校運営計画の周知
（職員・保護者・
外部評価委員）

進捗状況
確認

評価（職
員・保護
者・児童生
徒）

・学部ごとのより具体的な課題の集約と
改善が必要。

修正案学
部共通理
解

学部運営
実践強化
月間

状況確認、
評価、次年
度課題整理

次年度年
間計画作
成

概ね計画どおり
実施できた。

教育課程の編成

○教育課程の充実

①教育課程改善作業の推進とその評価
評価実施（7，12，3

月）
教育課程係

教務

基本方針の明確化、教育課程の組
織化・日程の周知、事前研究･実態

把握

教育目標･教育課題、
教育課程編成

年間指導計画の作成
次年度の
教育課程
完成

概ね計画どおり
実施できた。

定期的に点検を教育課程の編成 教育課程の編成7月、12月、2月 教育課程係
教育課程に

評価まとめと改善策検
討

改善策の推進
まとめ

改善策（次年度へ）

・次年度は一本化を図り，授業実

践をとおして，教育課程改善作業

及び実施状況点検を行っていく。

重
点
取
組
目

教育課程の編成
作業進捗のヒア
リング

定期的に点検を
実施できた。

○個別の指導計画の充実

①個別の教育支援計画のアセスメントの工夫
と合理的配慮事項等の確認

各研修会の
アンケート集約

テーマ研究

校内支援

教育課程の編成
作業進捗のヒア
リング

教育課程の編成
作業進捗のヒア
リング

・アセスメント実践の充実と指導根拠の明確
化。
・合理的配慮の観点から，実践内容の説明を
実施。

合理的配慮
研修

肥後Ｔ研修アン
ケート，片岡Ｔ研
修実施

②教育課程の実施状況点検
7月、12月、2月

点検実施
教育課程係

教務

教育課程に
ついて確認
(全職員）

②個別の指導計画に基づく保護者との連携した指導 保護者ｱﾝｹｰﾄ集約
教務･テー
マ研究各
担任･学部

PTA総会で
の説明
家庭訪問

進路・教育
相談（全）

進路・教育
相談（高）

進 路 ・ 教 育
相 談 （ 小 ・
中）

実践研修会
2回実施

実践研修会等での成果と課題を踏まえ
た次年度の授業実践の取組の充実

授業実践研
修会実施計
画提案

授業実践研
修会Ⅱ

まとめⅡ
テーマ研究
まとめ

授業実践のビデ
オ研修（ＩＣＴの活
用，ＡＴ教材の自
作含む）

・自立と社会参加をめざした自立活動の
指導の充実（ＩＣＴとＡＴをより活用，学習環
境要因の改善等：テーマ研修係，情報視
聴覚係と連携）

実践の整
理

②ＩＣＦの考え方を踏まえ，ＩＣＴやＡＴ（アシスティブ・テクノ
ロジー）を活用したコミュニケーション指導の実践と指導方
法の共有化に努める

実践授業と共有化
自立活動
情報視聴

覚

計画の確認と小規模
グループによる打合せ

実 践 授 業 実 践 授 業 実践のまとめと共有化
まとめと改
善策（次年
度へ）

次年度計
画作成

保護者へアン
ケート実施

・アンケート結果を全職員に周知。
・今後の進路・教育相談などでの意見をも
とに改善を図る。

次年度の
テーマ研究
の概要

アセスメント研
修，ファシリテー
ション研修

○専門的力量の向上

①｢教育的ニーズ」に基づいた授業 各学部２回以上
テーマ研

究係
テーマ研究
計画の提案

授業実践研
修会Ⅰ実施
計画提案

授業実践研
修会Ⅰ，まと
めⅠ

進路・教育
相談（全）

践をとおして，教育課程改善作業

及び実施状況点検を行っていく。

目
標

自活だより７号ま
で発行予定，
ホームページへ
の掲載ができた

・本校自立活動の概要，自立活動の教材
教具のホームページ作成と掲載

④自立活動だよりを定期的に発行することで，自立活動
の指導に関する情報の共有化を図るとともに，本校ホーム
ページにも掲載することで学校の教育活動の情報発信と
理解・啓発に努める （情報視聴覚係と連携）

自立活動だよりの発
行ホームページへの
掲載

自立活動

自立活動
だよりとＨＰ
掲載の計
画確認

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行

自活だより
の発行及び
まとめと改
善策（次年
度へ）

ＰＴ１回（台風の
ため1回中止），
ＳＴ２回，ＤＨ１回
の連携指導実施

ＳＴ
連携指導

連携指導の
整理

ＳＴ
連携指導

・計画的な連携指導を通しての自立活動
の指導の充実。
・ＤＨとの連携指導は保健部と連携して計
画実施。

連携指導の
整理

作含む） 聴覚係と連携）
法の共有化に努める 覚

まとめと改
善策（次年
度へ）

次年度計
画作成③ＰＴ（理学療法士），ＳＴ（言語療法士），ＤＨ（歯科衛生

士）等の外部専門家との連携指導を通した自立活動の指
導の改善・充実を図る

計画的な連携指導
自立活動

外部専門
家への連
携指導依
頼

ＳＴ
連携指導

ＰＴ
連携指導

ＤＨ
連携指導

度へ）

次年度計
画作成

体力向上を目指した体育等の授業の充
実。
外部講師による指導

計画通りに実施で
きた。また親子体
操講座を実施でき
た。

②望ましい保健衛生習慣の育成
定期的な健康
チェックの実施

保健指導

○健康な身体つくりへの取組

①望ましい運動習慣の育成
研修・定期的な学校保健委員
会だよりの発行 体育指導

体操の推進

学校保健委員会
だよりの発行

評価運動会における
指導

運動に関する研修
水泳学習における指
導
学校保健委員会だ
よりの発行

スポーツ大会へ
の参加推進

校医による講話を
初実施。健康チェッ
ク表の課題が残っ

健康チェック（身だしなみ），体重管理等
の指導を計画的に行う必要がある。

学校保健委員会
保護者アンケート

夏季休業中の健
康チェックカード

夏季休業中の健
康チェックカード 性教育授業実践

冬季休業中の健
康チェックカード

冬季休業中の健
康チェックカード

学校保健委員会
保護者アンケート

評価

自立活動だよりのホームページへの掲載

連絡調整 連絡調整 連絡調整 連絡調整 連絡調整

とりまとめ
計画修正案

の提案

計画一覧作成
全体計画項目
等見直し作業

○キャリア教育・進路指導の充実

①キャリア教育年間計画を作成する。
作成，修正し
教育課程へ

進路指導
各指導形態担

各指導形
態担当者
へ作成依

頼

作成
進路係へ提出
進行計画修正

年度途中で作成
計画の修正を

行った。

現在検討中の全体計画項目の修正確認
後，係内での指導形態洗い直し作業を行
う。

各形態担
当で確認

教育課程へ
次年度の進
め方提案

②望ましい保健衛生習慣の育成
チェックの実施

保健指導

計画通り実施で
きた。

研修内容や提供情報を活用するための
常日頃の生徒保護者との密なやりとりが
大切。

就労支援
セミナー

進路支援
セミナー

小中ＰＴＡ
高・情報交

換会

小中ＰＴＡ
職員研修

③
②進路指導に関する教職員･保護者研修会を実施する。 年2回以上 進路指導

小中高
ＰＴＡ

職員研修
①

職員研修
②

高・情報交
換会

ミーティング

教育相談

職員用作成
配付
家庭訪問

進路指導
ハンドブックの作成

活用
③キャリア教育及び進路指導ハンドブックを作成し，基礎

情報をもとにした指導を行う。

教職員の基礎情報の咀嚼が必要
校内の相談体制の充実（適切な進路指
導及び情報提供のための）

高学年部会
ミーティング

ミーティング
修正事項
チェック
教育相談

ミーティング

基礎情報提供に努め，主
事等会や進路委員会等の
情報共有の場も活用し
た。

保作成配付
高学年部会
ミーティング

教育相談 教育相談

小中高
ＰＴＡ

身だしなみチェック

体操の推進 初実施。健康チェッ
ク表の課題が残っ
た。

の指導を計画的に行う必要がある。
保護者アンケート
実施

康チェックカード
の実施

康チェックカード
の集約

性教育授業実践 康チェックカード
の実施

康チェックカード
の集約

保護者アンケート
実施



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
平成26年度の具体的目標 評価基準 担当

年 間 進 行 計 画
評定の結果

平 成 26 年 度 指 宿 養 護 学 校 学 校 運 営 年 間 計 画
進行計画 ２

次年度への課題

○教育環境の整備

①統一されたデザインによる校内表示･案内の作成 校内表示を一つ 広報掲示
校内表示の
計画・作成・
掲示（トイレ）

校内表示
の掲示

ﾄｲﾚに統一した校
内表示をした。

･必要な統一された校内表示の検討をし，
設置していく。(現在，職員ｱﾝｹｰﾄを取り，
必要箇所やｱｲﾃﾞｱを募っている)

学期の反
省と改善

校内表示
の掲示

②校内掲示･展示及び教室設営の工夫
月１回掲示板の整
理

広報掲示
掲示・展示
の計画

掲示物の
掲示・整
理

学期の反
省と改善

校内表示
の掲示

今年度の
評
価と課題

掲示物の
掲示・整
理

毎月整理を実施
した。

・いぶよう写真館(毎月の行事写真を掲
示)の改善及び新たな掲示物(季節ごとの
装飾等)の検討を行う。
・掲示板の割り振りの検討

掲示物の
掲示・整
理

学期の反
省と改善

職員作業で行う除草など時期に合わせ
て，回数を増減させて学校環境を維持す
る。

モップの洗
濯の呼び
かけ

花壇の整
備

モップの洗
濯の呼び
かけ

モップの洗
濯の呼び
かけ

③校舎内外の清掃を計画的に進めるとともに緑と花に囲
まれた落ち着いた学校環境づくりを推進する。 毎月の職員作業の

計画実施

緑化･清
掃･用務･
各担当

花壇の整
備
掃除用具
の点検・整

花壇の整備 花壇の管理や清
掃など自主的に
取り組む姿が見
られてきた。

重
点
取
組

計画実施
各担当 の点検・整

備
職員作業

避難訓練

○学校事故の防止

①各種訓練の充実と危険箇所の確認・改善と危険防止･
予知･回避能力の育成

・計画実施
・不審者侵入対応研修と
防犯教室の充実

安全指導
防火防災

・ネームカード
作成・配付
・危機管理マ
ニュアル周知
・安全点検
・交通安全教
室の検討
・消防設備等
の点検

・安全教室
・捜索訓練
・ヒヤリハッ
トの集約

避難訓練

ヒヤリハット
事例集約

・不審者侵
入時対応訓
練・研修

・防犯教室 ・当初計画と実施
時期が変更になっ
たが，充実した各
種訓練を実施する
ことができた。
・避難訓練を実施
し，緊急時対応に
ついて周知するこ
とができた。

・各種訓練の内容や時期等を含めて関係
機関との連携調整を十分に図る。
・ヒヤリハットの事例集約の呼びかけをす
る回数を増やす。
・備蓄品の安価購入ルートを確保する。
・緊急時対応カードの案を作成する。

ヒヤリハット
事例集約

られてきた。

・ネームカー
ドの回収

・ヒヤリハット
事例まとめ

②安全・安心，円滑な医療的ケアの実施に努める。
実施報告

（７・１２・３月）
医ケア

・新規，継続手
続き
・校内委員会
・緊急時対応ｼ
ﾐｭﾚｰｼｮﾝ
・看護師との連
携

・新入生等
共通理解
の会（学
部・全体）

・校内委員
会
・全体研修
（夏季休業
中）
・関係書類
の整備

・継続手続
き準備

・校内委員
会
・主治医へ
の報告書
作成

計画通りに業務を
進めることができ
た。緊急時対応ｼﾐｭ
ﾚｰｼｮﾝにおいては
学部ごとに研修を
行い全職員での共
通理解ができた。

・これまで通り，年度初めのオリエンテーション
や共通理解の会等を利用して医ケアの児童生
徒の状態を全職員で共通理解する。
・緊急時対応シミュレーションでは，転入職員
や本年度参加できなかった職員は必ず参加す
るように計画を立てる。

・緊急時対
応ｼﾐｭﾚｰｼｮ
ﾝ

・校内委員
会

・緊急時対
応ｼﾐｭﾚｰｼｮ
ﾝ

組
目
標

・毎月1回，安全点
検を実施し，危険
箇所を確認し補修
等をすることができ

・今後も年度初めに安全点検について全
職員で共通理解を図る。

⑤安全･安心な通学と校内介助

通学事故0件
通学指導
バス介助

通学状況
の確認と理

解
避難訓練 チャイルドシート･車いす・シートベルトの調整・バス装備品の確認及び装備品の消毒と感染症予防

バス停の
確認と今年
度の総括

学期の
まとめと
報告作成

校内巡視
安全点検

対応と措置

学期の
まとめと
報告作成

③危険箇所の確認と補修 毎月1回
歳出
用務

安全指導

校内巡視
安全点検

対応と措置

学期の
まとめと
報告作成

校内巡視
安全点検

対応と措置

・事故０件を達成。
・安全な乗降が可
能なバス停を検討
中。

・緊急時対応マニュアルを改良し，全職員
で共通理解を図る。

校内介助事故0件 介助
介助申請
の理解

介助内容･方法と実態等個別情報の確認と介助業務
成果と課題
及び反省

作成

介助申請基づき
安全に実施でき
た。

介助申請に基づき実施する。出張等事前
に介助が必要と分かっているものは早め
の申請手続きをするよう共通理解を図
る。

相手校との
打合せ

第２回居住
地校交流
実施月間

反省アン
ケート実施
まとめ

○交流教育及び共同学習の充実

①居住地校交流の推進
小中学部生
全員の実施

支援部
小･中学

部

実施計画立
案及び保護
者希望調査
実施

第１回居住
地校交流
実施月間

反省アン
ケート実施
まとめ

個別の教
育支援計
画への記

入

・本人保護者の希
望をもとにして65％
の実施率であっ
た。

・保護者へ担任を通して意義の説明を改めて
行う。回数や時期の見直しが必要な児童生徒
や学校に関しては，よりよい交流活動ができる
よう配慮する。

年間のまと
め・個々の
記録記入

相手校との
打合せ

・昨年度並みだっ
たが，来年度の相
手校数変更に向け
て取り組めた。

・徳光小，魚見小との交流学習は，２７年
度以降は，他校との実施も含めて市教委
で試案を検討。

交流反省
まとめ

相手校との
情報交換
（計画）

柳田小との
交流学習

（本校体験）
予定

相手校との
情報交換

魚見小との
交流学習

交流反省
まとめ

交流学習の
評価及び次
年度計画

②学校間交流の推進 昨年度比＋1校以上
支援部
各学部

交流学習の
年間計画の
共通理解

相手校との
情報交換

徳光小との
交流学習

○特別支援教育の啓発と広報活動の充実

年間をとおした，学校行事，各学部の学習の様子，食に関する内容の記事アップ
年間30件のﾌﾞﾛｸﾞ
ｱｯﾌﾟ(2/13現在)

作品展の
計画

評価と反省
まとめ

パンフレットを作
成し，校外作品
展等に活用

パンフレッ
ト等の改善

パンフレッ
ト等の改善

校外作品展

○特別支援教育の啓発と広報活動の充実

①管理職研修会への参加
指宿･南九州市

各1回以上
教頭

支援部

各市教育委
員会と確認
講話内容確
認

教頭会･校長会等管理職研修会への参加
各市教育
委員会へ
の依頼

講話内容･
資料の分
析

講話内容･
資料の作
成

指宿市と南九州
市で実施できた

・毎年管理職に向けた啓発の機会を設定
したい。また夏期休業等を利用し支援部
で地域の啓発活動を実施したい。

情報

②校外作品展の充実と工夫
学校紹介パンフ

レットの作成・活用

・ﾌﾞﾛｸﾞのｱｯﾌﾟ数を上げるために各行事担
当者との連携を図り，協力を得る方策を
検討学期1回更新

二学期分
の更新

ホームページ：学期
１回更新

情報

③学習活動の報告や学校･PTAだより等の掲載も含め
た、ブログ･ホームページの充実と更新

ブログ：2週１以上更新

広報･掲示

校外作品展
の企画
共通理解

学校紹介，
パンフレット
の作成

学校紹介，パ
ンフレットの作
成・活用
校外作品展

校外作品展
作品展の
反省・計画

・新年度のパンフレット作成
・校外作品展用の学校紹介パネルの見
直し

④かごしまの教育県民週間の工夫と参観者の増加
前年比

＋20人以上
管理職
教務

県民週間
に向けて
の検討

新年度の更新 一学期分の更新

県民週間
反省と改善

前年比＋20人
・ふれあいデー(授業体験)の参加対象者
の拡大

県民週間
計画提案

県民週間
案内･広報

県民週間
実施

参加者アン
ケート集約



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平 成 26 年 度 指 宿 養 護 学 校 学 校 運 営 年 間 計 画
進行計画 ３

平成26年度の具体的目標 評価基準 担当
年 間 進 行 計 画

評定の結果 次年度への課題

○特別支援教育のセンター的機能の充実

①特別支援教育に関する地域支援の充実(相談･研修会
等の企画･依頼･参加･協力等･･･巡回相談、PTA研修会、
校内研修、特別支援教育支援員、コーディネーター)

幼稚園・保育園の
巡回，教育相談等

５件（昨年３件）

教頭
校外支援

各校への
啓発

巡回相談
の実施

巡回相談
の担当割り
当て決定

ＰＴＡ講演
会の啓発

特別支援
教育支援
員研修会
（協力）

計画とおり実施
することができ
た。幼稚園・保育
園の巡回・教育
相談等は２月現
在で６件で，評価
基準を達成する
ことができた。

・年度当初に巡回相談・教育相談につい
ての啓発を図る。（パンフレットや巡回相
談申請の流れ等の配付など）

センター的
機能発揮
に関する年
間反省と評
価
次年度の
課題把握

巡回相談
のまとめ

次年度実
施計画案
作成

次年度計
画共通理
解

計画通り実施でき，
アンケートの満足
度も８５％で評価基

・南薩養護学校，指宿市教委との日程調整
・本年度の反省を基にした内容，日程等の検
討

アンケート
分析・報告

書作成

アンケート
結果共通

理解

次年度計
画案検討

②いぶよう夏期セミナーの充実
参加者アンケート
の満足度８０％以

上

教頭
校外支援

実施計画
立案（会名

検討）

案内状配付
及び各学校
等訪問依頼

２次案内送
付及び学
校訪問

実施細案
7/31実践
研修会実

重
点
取
組
目
標

作成 解
度も８５％で評価基
準を達成した。

討
書作成 理解

画案検討
上

校外支援
検討） 等訪問依頼 校訪問 研修会実

施
○信頼と安心できる学校づくり

①計画的な服務研修の充実
毎月1回
＋必要時

教頭
年間計画
指導①
ﾁｪｯｸ表

休業前指導
全体服務
研修

月目標を設定し、
毎月最低１回は指
導を継続実施でき
た。

服務指導が，確実に実践できるよう，指導内容
や方法の充実を図り，職員全員が教職公務員
としての自覚をもって行動できるようしたい。

休業前指導

②健康の保持増進と話しやすい職場づくりに向けた職員
体育の効果的活用と計画的な実施

毎月１回
教頭･
保健
職員週番

健康保持
計画作成
職員体育

出退ｼｽﾃﾑ
確認

職員体育は工夫・
実践したが参加者
に偏りがあった。

健康保持だけでなく，職員間の交流の場
として意識付けも図っていきたい。

保護者や外部か
らは概ね良好な
評価だった。

ｱﾝｹｰﾄ内容見直しを常に意識し，保護者
等がｱﾝｹｰﾄを記入しやすく意見を出しや
すい様式を工夫したい。

保護者評
価等の改
善策検討

保護者評
価等の改
善策検討

宿泊学習 修学旅行
学習発表
会

保護者等
評価②

③保護者･外部アンケートの実施と活用
各種行事と定期的
なアンケート実施

教頭･
教務･

主･副主事

行事ｱﾝｹｰ
ﾄ内容検討

運動会
保護者等
評価①

保護者評
価等の改
善策検討

相互自主
検査の実
施と訂正

○予算の趣旨を生かした計画的で適正な執行

①書類･伝票等の正確性の向上と適正な事務処理
事前の伝票チェック
と訂正の実施

事務 伝票チェック
相互自主
検査の実
施と訂正

伝票チェック
相互自主
検査の実
施と訂正

伝票チェック

計画どおり実施
できた。

書類の見直しを常に行い誤りのない伝票
にする。伝票チェック

相互自主
検査の実
施と訂正

今年度の評
価と次年度
計画の作成

職員の希望に 職員がより授業実践の充実が図られるよ
購入希望
調査

備品･消耗
品引継依

頼
節約状況
の報告

職員の希望に
添った物品を購
入できた。

職員がより授業実践の充実が図られるよ
うに物品の充実を図る。

月1回以上：節水･
節電と消耗品等の

節約依頼
事務

取り組みへ
の協力確
認と依頼

呼びかけ

購入備品
の報告

購入希望
調査

購入備品
の報告

呼びかけ

光熱水費の節約
が図られた。

印刷時のインクや用紙の節約を呼びかけ
る。節約状況

の報告

計画実施100％

事務
奨励費の
保護者説
明

書類の配布

節約状況
の報告

呼びかけ

②計画的かつ的確な予算の執行

事務
年間計画

作成と周知
購入希望
調査

備品確認
依頼

支弁段階の決定通知を受けたら，速やか
に支払いができるよう準備を整えるように
する。

④適正な認定業務･給与支払い･庶務の実施
過年度返納･過年
度支出事案0件

事務

認定書類
の配布(状
況のチェッ

ク)

認定･給与
基本台帳
の確認

認定状況
のチェック

支払い
個々の支
払い残額

のお知らせ

新入生へ
の説明

年間書類
のチェック

１回目の支払い
が予定より遅く
なった。

書類の
チェック

県への
報告

保護者の
への決定
報告

支払い
個々の支
払い残額

のお知らせ
支払い

計画どおり実施
できた。

③就学奨励費の迅速な支払い 計画実施100％

過年度返納・支出がないよう常に認定状
況のチェックに努める。

給料額の
確認

基本台帳
の確認

年末調整
書類の配

布

異動書類
の準備







平成２６年度 前期保護者学校評価まとめ

○ 本校の教育活動等について評価してください。項目「１７」からは保護者の方にお願い

していることについてお答えください。（評価欄の該当する数字を○印で囲んでください。）
４＝「そう思う」 ３＝「やや思う」 ２＝「あまりそう思わない」 １＝「そう思わない」

☆＝「評価ができない，わからない」

学部（ 小１６／１７， 中１０／１２， 高１４／１４ 計４０／４３）

番号 評 価 内 容 評 価 欄

４ ３ ２ １ ☆

１
教育目標や方針，中期的目標などについて，わかりやすく説

明している。 28 10 1 1

２
ホームページやブログ，学級通信，学部・学校便り等で学校

の様子がわかりやすく情報提供されている。 30 9 1

３ 「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を，学校と家

庭で話し合って作成し，連携した指導となっている。 30 9 1

４
豊かな感性の子どもが育つよう，聞く・話す・読む・書く力

や表現・思考力を重視した授業がなされている。 27 11 1 1

５
児童生徒一人ひとりの課題に応じて，教材・教具等を活用し

たり，工夫したりした指導がなされている。 27 10 2 1

６ 子どもの特性や実態に応じた具体的で丁寧な指導がなされて

いる。 29 10 1

７
事故のない学校づくりに努め，校舎内外の整理整頓や施設設

備の安全など学習環境の整備をしている。 33 5 2

８
体力つくりや運動の習慣つくり，保健衛生習慣（手洗い・う

がい）の向上をめざした取り組みをしている。 32 7 1

９
食育を通した指導を行い，健康状態の改善や実態・課題に応

じた健康の保持増進に取り組んでいる。 34 5 1

１０
居住地校交流やボランティア活動等，さまざまな体験活動・

交流活動を実施し，地域や他の学校との連携を図っている。 26 10 1 1 1

１１
進路に関する教育（キャリア教育）に取り組み，卒業後の生

活に備えた情報の提供や進路相談等をしている。 25 12 3

１２
教育・福祉・医療・労働・行政等の各支援・関係機関との連

携が図られている。（地域の特別支援教育のｾﾝﾀｰ化） 21 13 1 5

１３
教職員は，外部専門家との連携を図り，専門性の向上の取り

組みを行って児童一人一人の指導に努めている。 27 11 2

１４
教職員は，人権尊重の視点に立ち，子どもの性別や生活年齢

に応じた言葉かけや呼びかけ・関わり方をしている。 30 9 1

１５
教職員は，親身になって保護者の相談に対応し，勤務態度も

良好で信頼している。 28 11 1

１６
子どもは，学校の雰囲気になじみ，楽しんで学校に行き，満

足して帰ってくる。 32 6 2

１７
私は保護者として，我が子・孫の健やかな成長と地域での安

心・安全を守っている。 27 11 1 1

１８
私は保護者として，子どものできる状況をつくり，主体的な

活動や参加の経験を保障している。 19 17 2 2

１９
私は保護者として，教職員とともに成長しつつ，連携と協力

を図っている。 22 14 2 2

２０
私は保護者として，ＰＴＡ活動への積極的な参加・活動を推

進している。 13 16 8 2 1

＜意見要望＞

学校の教育方針や運営などは生徒のことを第一に考えてくれており申し分ありません。



平成２６年度 後期保護者学校評価まとめ

項目「９」は小・中学部の方のみ 「１０」は高等部の方のみお答えください。

項目「１６」からは保護者の方にお願いしていることについてお答えください。
４＝「そう思う」 ３＝「やや思う」 ２＝「あまりそう思わない」 １＝「そう思わない」

☆＝「評価ができない，わからない」

学部（小１７／１８ ，中７／１２ ，高３／１４ 計 小・中24，全２７／４４）

番号 評 価 内 容
評価欄

４ ３ ２ １ ☆

１
学校や学部の教育目標や方針，中期的目標などについて，わ

かりやすく説明している。 21 ４ 1 １

２
学校の様子は，ホームページやブログ，学級通信，学部・学

校便り等でわかりやすく情報提供されている。 20 5 2

３
「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」は，学校と家

庭が話し合い連携して作成した内容となっている。 24 3

４ 聞く・話す・読む・書く力や表現・思考力を重視し，豊かな

感性の子どもが育つような授業がなされている。 22 4 １

５
教材・教具等を活用したり，工夫したりして，児童生徒一人

ひとりの課題に応じた具体的で丁寧な指導がなされている。 20 6 1

６
校舎内外の整理整頓や施設設備の安全など学習環境の整備を

して，事故のない学校づくりに努めている。 23 4

７ 体力つくりや運動の習慣つくり，保健衛生習慣（手洗い・う

がい）の向上をめざした取り組みをしている。 25 2

８
食育を通した指導を行い，健康状態の改善や実態・課題に応

じた健康の保持増進に取り組んでいる。 26 1

＜小・中学部のみ＞居住地校交流や体験活動・交流活動を実

９
施し，地域や小・中学校との連携を図っている。 19 1

＜高等部のみ＞産業現場等における実習や指商デパート参加

などの社会体験活動を通して地域との連携を図っている。 ３

１０
進路に関する教育（キャリア教育）に取り組み，卒業後の生

活に備えた情報の提供や進路相談等をしている。 12 7 1 7

１１
教育・福祉・医療・労働・行政等の各支援・関係機関との連

携が図られている。（地域の特別支援教育のｾﾝﾀｰ化） 15 10 1 1

１２
教職員は，外部専門家との連携を図り，専門性の向上の取り

組みを行って児童一人一人の指導に努めている。 18 8 1

１３
教職員は，人権尊重の視点に立ち，子どもの性別や生活年齢

に応じた言葉かけや呼びかけ・関わり方をしている。 23 4

１４
教職員は，親身になって保護者の相談に対応し，勤務態度も

良好で信頼している。 24 3

１５
子どもは，学校の雰囲気になじみ，楽しんで学校に行き，満

足して帰ってくる。 26 1

１６
私は保護者として，我が子・孫の健やかな成長と地域での安

心・安全を守っている。 17 9 1

１７
私は保護者として，子どものできる状況をつくり，主体的な

活動や参加の経験を保障している。 11 14 2

１８
私は保護者として，教職員とともに成長しつつ，連携と協力

を図っている。 14 11 2

１９
私は保護者として，ＰＴＡ活動への積極的な参加・活動を推

進している。 10 14 3



Ｈ２６ 学校関係者評価委員 評価まとめ（５／５）
平成２７年３月１１日
県 立 指 宿 養 護 学 校

【評価】
Ａ：十分達成している Ｂ：おおむね達成している Ｃ：やや不十分である Ｄ：不十分である

評 価

項目及び主な評価観点 改善事項等
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

学校の運営方針や基本的な考え方などについて
・ 教育目標や学校の特性を考慮した妥当なものか。
・ 学校・学部の運営や校務の組織等は，教育目標 ４ １

達成に向けて妥当なものか。

教育活動の推進・充実について
・ 教育課程や教育活動等は，児童生徒の障害や特

性等に配慮した適切な内容か。 ２ ３
・ 児童生徒への指導・支援や対応は，人権を尊重

し，一人一人に応じた細かな配慮をしているか。

教職員の研修や保護者対応等について ・社会情勢が厳しく,家庭環
・ 教職員は，専門性や指導力，資質等の向上に努 境も厳しい生徒が増えている

め，研修体制は適切か。 ので今後も丁寧な家庭支援を
・ 「学校だより」や「ＰＴＡ新聞」「ＨＰ」等によ ２ ３ してほしい。

る学校の情報提供は適切か。 ・専門家でない保護者に分か
りやすく伝えるのは特に高い
スキルが必要だと思います。

関係機関との協力及び支援態勢について ・保護者の理解や障害受容が
・ 児童生徒への支援のための福祉・医療機関等と 難しく,特別支援につながっ

の連携は適切か。 ていない生徒も多いので,地
・ 進路に関する情報提供や関係機関との連携は適 ４ １ 域の学校への積極的なサポー

切か。 トを継続してほしい。
・ 幼稚園，保育園，小学校，中学校，高等学校等

へセンター的機能を果たしているか。

施設・設備の整備・充実について ・図書室の施設設備等，環境
・ 児童生徒の障害や特性等に配慮した施設・設備 整備が気になる。

の充実及び安全に努めているか。 ２ ３
・ 知的好奇心を育み，安心・清潔への配慮が行き

届いた学校の教育環境か。

総 合 評 価 ３ ２

＜意見，感想＞
山本委員：各学部，部門の取組ＰＤＣＡサイクルを実施するのは大変かと思います。

福祉分野も子供たちの幸せのために支援の向上を目指して取り組んでおります。今後も連
携,協力，御理解お願い致します。わかばは５月に移転予定。ぜひ遊びにいらしてください。

西委員：運営方針，基本的な考え方等，具体的に細かく分かりやすく配慮されている。評価的にはＢ
評価項目に多くチェックしたが，ほとんどがＡに近いと考えている。学校としての情報発信
は，色々な方法で引き続き更新していただきたい。地域のセンター的機能をますます充実さ
せていただき，頼れる場として確立してほしい。校長先生はじめ職員の皆さまの仕事にはい
つも頭が下がります。

福宮委員：体育大会,授業参観，給食試食,創立４０周年記念式典等参加させていただきました。
校内外も整然と整理され,生徒に配慮した統一したマーク等工夫されている。センター的機
能も年々工夫され,近隣の学校への相談・支援業務もよく行われている。また,研修会も大
変参考なる内容です。これからは,ＩＣＴ機器,特にタブレット等を活用した学習指導や訓
練も研究されてはと思います。一年間ありがとうございました。

原田委員：限られた資源をいかにバランスよく必要な課題に向けるか先生方のご苦労を察し致します。
本業に専念できやすい環境づくりをお願いします。

東川委員：特になし


